
（公表様式） №２６

㈱ハイジの村 所管課 花き農水産課

指定管理者が行う業務

Ｈ１９年度実績（人） Ｈ２０年度計画（人） Ｈ２０年度実績（人） Ｈ２１年度目標（人）

306,855 310,000 272,969 310,000

Ｈ２０年度計画額（円） Ｈ２０年度実績額（円） 差額（計画額－実績額）（円） Ｈ２１年度計画額（円）

利用料金収入 110,000,000 96,941,912 13,058,088 115,000,000

指定管理料 0 0 0 0

その他収入 287,770,000 271,891,953 15,878,047 293,270,000

計 397,770,000 368,833,865 28,936,135 408,270,000

385,210,000 384,572,204 637,796 398,490,000

12,560,000 -15,738,339 9,780,000

施設の運営目標の達成状況

利用者サービスが図られるよう様々な企画運営により、入園者数は、指定管理者制度導入前と比べて増加しているも
のの、開園当初の話題性も過ぎ、また、ＮＨＫ大河ドラマ放映終了の影響もあり前年より減少し、目標が達成されな
かった。
県産花きの使用率については、積極的な使用により、目標は達成された。

総合的な評価及び改善事項

・各種業務は適正に実施され、利用者の満足度も高かった。
・入園者数は前年より減少したものの、指定管理者制度導入前と比べて135%と増えている。
・施設の維持管理は適切に行われており、利用者の安全確保が図られた。また、冬期以外の無休営業や夜間イベント
実施期間における開園時間延長、趣向を凝らした各種事業の実施など、利用者サービスの向上を図り、適切な施設
運営に努めている。
・植栽については、初夏のパノラマ花壇に花がほとんどなく、雑草が目立つ状況であった。夏以降、改善が図られた
が、今後は年間をとおして計画的な飾花と除草に努めること。また、バラ園は植栽本数を増やして充実が図られている
が、病害虫防除、花殻摘みなど適正な管理に努めること。
・施設の維持管理については、引き続き、適切な維持管理に努めるとともに、各種事業等の実施についても、より一層
の利用者サービスの向上に努めること。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

植栽費の増加や施設の老朽化に伴う修繕費の増加などに
より赤字となったが、これらは、利用者へのサービス向上、
適正な施設管理を行う上で必要なものであった。

管理運営上必要な経費が増加したが、適正な人員配置を
図るなど経費節減に努めている。
【指導内容】
経費節減により利用者サービスが低下しないよう努めるこ
と。また、効率的な運営等により収益増加を図ること。
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評価

施設所管課の評価・指導内容

風林火山放映終了による反動もあって、入園者数が減少
したと思われる。

利用者数は、計画（前年実績）を下回る８９％の達成率と
なったが、指定管理者導入前と比べると１３５％と大きく伸
びている。
【指導内容】
目標達成（利用者数の増加）に向けて、利用者サービスの
向上が図られる事業の検討を進めること。
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指定管理者の自己評価

満足度 利用者の声

満足したと回答した割合
○維持管理：67.0%
○運営業務（植栽）：68.6%
○総合的な満足度：77.1%

・バラの回廊がきれいだった
・花後の手入れが悪い(バラが多かった）
・イルミネーションがきれいだった
・スタンプラリーが楽しめた
・もっとイベントがあればいいと思う

評価 指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

バラの評価が高く、また、イルミネーションの評判もよかっ
た。満足度も高く、利用者は満足していると思われる。

満足度は約80%であり、利用者は概ね満足していると考え
られる。
【指導内容】
調査結果を踏まえ改善策を検討すること。また、利用者の
意向が把握できるよう調査時期や内容について検討して
実施すること。

運営業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

植栽については、夏前は除草作業が行き届かないところ
があった。夏以降は、芝の量を減らし、植栽量を増やすな
ど花壇の充実に努めた。
イベントについては、計画どおり実施できた。
新聞などの広告宣伝の他、国際バラとガーデニングショー
への出展など県外でも施設のＰＲに努めた。

冬期以外の無休営業、イベント実施期間の営業時間の延
長など、利用者へのサービス向上に努めている。
植栽については、パノラマ花壇や富士山花壇の他、各花
壇において植栽の充実が図られた。
【指導内容】
除草については、時期により作業が集中することがあるの
で、適正な人員を配置するなど計画的に実施すること。
講習会、コンクール等については、参加者が極端に少ない
ものが見られるため、実施時期や内容の改善を図ること。

○利用の承認に関する業務　　　　　　　　　　　　　　○施設及び設備器具の維持保全に関する業務
○花きの植栽、展示及び提供に関する業務　　　 　○花きに関する講習会及び催しの実施に関する業務
○その他知事が必要と認める業務

維持管理業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

計画どおり実施し、良好であった。
経年による老朽箇所を補修し、施設の適正な維持管理に
努めた。

施設の維持管理業務については、計画どおり実施されて
おり、施設・設備の不具合についても、速やかに適切に改
善された。
【指導内容】
引き続き、計画的な施設の維持管理業務に取り組むととも
に、利用者の安全確保に努めること。

指定期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

施設の使命・役割（運営目標）
○県民に花とふれあう機会と自然に親しむ場を提供すること
○花き生産の振興に資すること

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）結果（平成２０年度事業分）

施設名 山梨県立フラワーセンター

指定管理者


